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令和元年十一月九日(土)、日田市上津江のオートポリスにて、第二十三回安全運転講習会が開催されました。
今年は何かとハプニングに見舞われ、「本当にできるの？」と不安を抱えながら、各方面に申請や打ち合わせに奔走する日々でした。

会員の体調不良や退会に始まり、後援先の依頼文書の書式や手順が知らない間に変更になっていて、書類の不備ということで、後援を断られたり。

また講習会当日が県内・市内のイベントといくつも重なってしまい、来賓や参加者の都合がつかなくなったり、更には事務局である主人も体の痛みと高熱で本番三日前に医大に駆け込む事態に。

本来なら、一週間の入院・一日四回の点滴となる所を、医師に事情を説明して、自宅から片道三十分のかかりつけの病院で朝・夕がたの点滴を受けることで納得して頂きました。
幸い次の日から熱も下がり、何とか動けるようになりましたが、決して万全ではない体調の中、私としては不安で一杯の開催当日となったのでした。

こんな私の気持ちを晴らすかのように、当日は天気にも恵まれ十一月のオートポリスにしては暖かく過ごしやすい日でした。
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九時からの受付を済ませ、参加者の皆さんはお互いに挨拶を交わし、旧交を温めています。前回よりも参加者は少なかったですが、ボランティアも含めて、初めて来てくださった方もいて、うれしかったです。
開会式が終わり、大分県警日田警察署交通課課長さんによる安全運転講習。交通事故の事例などをスライドやパワーポイントで示しながら、分かり易く伝えてくれました。中でも注目は、十二月一日から運転中のスマホ使用に対する罰則が厳しくなるというものでした。この講習後、月末近くのニュースで、この件が取り上げられており、職場でも話題となった時、他の人より少し詳しく伝える事が出来て、ちょっと鼻が高かったです。
真面目に講習を受けた後は、恒例のレクリエーションです。

ビンゴに始まり、個人、四チームに分けての団体各々でのゲームを行いました。今年は初めて風船バレーにチャレンジしました。センターラインをを十字の形にして四チーム同時にコートに入り、二つの風船が各チームのコートに入り乱れ、何が何やらわからなくなる中、大いに盛り上がりました。
体を動かして、お腹が空いた頃、お待ちかねの昼ご飯。講習会名物の団子汁とおにぎりです。
いつもは主人も私も、あっちで呼ばれ、こっちで止められて次の準備をし、最後の方に急いで食べてるのですが、今年はゆっくり味わって食べる事が出来ました。
『う～ん❤安定の美味しさ❤婦人会の皆さん、いつもありがとうございます。』
さて、昼食も終わり、成績発表と表彰式。成績上位だったチームや個人の方が、各々に私厳選の商品を受け取っていました。果たして喜んでいただけたのでしょうか？毎年のことながら気になる所です。

その後、閉会式と記念撮影も終わり、いよいよ本日のメインイベントと言っても良いファミリー走行です。コース走行中は基本的に追い越し禁止なのですが、みんなが戻って来た時に何故か出発した時と車の順番が違う。主人がオートポリスの職員さんと確認したところ、先導をしてくださったドライバーの方が、いつもより安全運転だったため、後続車の間で追い越しが発生したようだとのこと、もう少し速度を上げて欲しい意思表示のために、何人かの方が先導車に近い前の方に行こうとしたようだと言うことでした。
ファミリー走行後に先導車のドライバーの方は、担当の方に「せっかくのレーシングコースだから…」と安全にスピードアップする方法をアドバイスを受けていました。こちらも「追い越しダメ！絶対！」を参加者に徹底出来なかった事をお詫びしました。二十三回の講習会の中で、このようなトラブルは初めての事で、全く想定外の事でした。今回、初参加の方も何人かいらっしゃったことを考えると事故にならなくて本当に良かったです。
今年は、大小さまざまなハプニングがあり、「もう中止にしよう」と強くいってしまう場面もありましたが、皆さんの協力と心から楽しんでいる姿を見て「やっぱりやってよかったな」としみじみ感じました。

本当にありがとうございました。

準備の大変さは増してきていますが、また来年も皆さんに楽しんでいただけるように頑張ろうと思います。
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平成二十七年十月から十二月の間に皆さんの元に届いたマイナンバーの「通知カード」の配布、平成二十八年一月一日から運用されたマイナンバー制度に新たな内容が追加されるのでお知らせします。

令和三年三月から、マイナンバーが健康保険証としての利用が運用されます。ただし、現在の健康保険証が使用出来なくなる訳ではありません。「カードの利便性を高めて普及を促進させる」と菅官房長官が説明されていました。
マイナンバーについて、おさらいですが、総務省ＨＰに「マイナンバーは、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関が保有する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用される」として、導入目的は

・国民の利便性向上

・行政の効率化

・公正・公平な社会の実現

としています。
普及率としては、個人情報漏洩の懸念などからマイナンバーカードの普及が進まず、現在の交付枚数は千八百二十三万枚であり、取得率は全国民の十四・三％となります。
今年の三月に、行政手続きを原則、電子申請に統一するとした「デジタルファースト法案」が閣議決定されたので、マイナンバー制度の目指す社会が見え始めました。
　(総務省ＨＰより一部抜粋)
<感想>

健康保険証が関係する事でもあるので記事にするべきではと思い、まとめてみました。

行政による国民をナンバー化し、個人情報把握の効率化とする事で、行政の効率化を図る事や管理がしやすくなるのだろうと思われますが、あまりの普及率の低さに利便性を高めて、上げなくては、システム構築した意味が無くなるのだろうなと思われる。

組織や管理の大小や優劣に関わらず、個人情報流出の報道が無くならない、まさにイタチごっこの情報社会で、住民票や証明書関係を役所などに行って揃えていたのは今までしてきた事だし、情報漏洩を考えると、利便性とは引き換えに出来ない怖さが有ると当初は思っていましたが、政府はシステム構築は済んでいるとして、既に全国民にナンバーが付けられているし、マイナンバーの提示が最近増えだしたしで、作った方が良いのかなと少しづづ思い始めてはいます。
カードを作らないだけでは防衛として不十分であり、大事な点はナンバーに自身の個人情報がどこまで入っているのかをしっかりと把握して管理する事です。

この情報化社会で既に自分の情報は漏れていると思って考えた方が、自分の個人情報を自分で守れるのではないかと考えられます。
実際、私の個人情報はだだ洩れ状態です。まあ、相談を受け付けたりもしていますから構いませんが(笑)。
キャッシュレスなどのデジタル化が進んでいる社会とどう向き合っていかなくてはいけないか考える必要があるのではと思われます。



今回は、お手頃価格で年中通して手に入れられる、みんな大好き『バナナ』です。
バナナは、栄養価が高いやエネルギー補給に良いとか言われますが、実際に、どのような効能があるのか調べてみました。



1 腸内環境を整える
非常に食物繊維が豊富なので便秘解消は有名なのですが、バナナの食物繊維は水溶性・不溶性の二種類が含まれていて高い整腸効果がありますし、他にも腸内の善玉菌を増やしてくれるプレバイオティクスも含まれていて腸内環境を整えてくれます。
2 むくみ予防

カリウムが多く含まれていて、余分な水分を排出してくれるので、むくみを予防してくれます。また、心拍数を一定に保ち、体内の塩分を調節、筋肉の収縮や神経の働きにも働きかけるので、カリウムは健康な体には欠かせないのです。
3 代謝機能の向上
糖質・脂質の代謝を促すビタミンが多く含まれていて、体内の糖質を効率的に燃やし、エネルギーと変換することから、「運動前にバナナが良い」と言われています。他にもペクチンという食物繊維もあり、コレステロールを下げてくれる効果が有るので、肥満防止になります。
以上が代表的な効果で、バナナが「ミラクルフルーツ」と呼ばれるのが分かりますが、栄養素や効果が高い分、食べ過ぎると下痢や肥満となるので過剰に摂取は避けましょう。一日一、二本が目安で水分と一緒に取ることをお勧めします。
<感想というか余談>

今回、バナナを選んだきっかけは、なんと、県内初のバナナの生産が、宇佐市上乙女で始まりました。

地区名から取ってその名も『乙女ばなな』。
高級ブランド品として販売しており、化学肥料や農薬を使用しておらず、皮ごと食べられるシットリとした濃厚な味わい。
機会が有れば是非、食べてみたいです。ちなみに、黒い斑点(シュガースポット)が浮いた頃が好きですが、娘は「傷んでいるようで嫌だ」と。フッ、お子ちゃまだな。
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	【利用証掲示の方法】
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	車いす使用者用
	車いす使用者以外の
障がい者、高齢者、難病者用
	妊産婦、けが人用
（期限付き利用証）


	ルームミラーにかけて
掲示します




「大分あったか・はーと駐車場利用証制度(施行　平成二十三年十二月)」は車いすマーク駐車場の適正な利用を推進する制度です。

県内の利用証発行数二万二千六百七枚(令和元年八月現在)となりました。

障がいのある方や介護の必要な方、妊産婦さんや怪我で一時的に松葉杖や車いす使用の方などの、車の乗降や歩行が困難な方のために、車の扉を全開に空けられるスペースを設けた「大分あったか・はーと駐車場」を上記の利用証を駐車時に車内に掲示することで、利用することができる制度です

お近くの保健所や市役所・支所などで申請が出来ますので、申請基準などを知りたい方は、県ＨＰや保健所・市役所・支所で問い合わせをお願いします。

現在、三十八の自治体（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県を含みます。詳しくは県ＨＰでご確認をお願いします。）との間で、利用証の相互利用ができるので、ご旅行にも便利です。

　《感想》

本当に身障者駐車場を必要としている人とそうでない人と区分けされ、車に張っている身障者マークより、見た目でも判断しやすくなってはいますが、まだまだ健常者の方の安易な利用のために駐車出来ないことが多いとした声も多く上がっていますので、いくつかご紹介します。
〇健常者が平気で停める。

一番多い苦情なのですが、何故、大きくスペースを設けているのか興味すら持たずに、入り口から近いとか、屋根が有るから助かるなどの自身の利便性だけを考えている方ですね。車の扉を全開に開ける必要が無く乗降できる方は使用しないで欲しいですね。
〇私は障がい者だから、あるいは高齢者だから利用できると思い利用されている。

障がい者・高齢者の方なら誰でも利用できると勘違いされている方も多いのですが、『乗用車の扉を全開に空けないと乗降が出来ない方』を対象とした制度なので、普通に乗降できる障がい者・高齢者の方は「プラスワン区画」や普通の駐車場の利用をお願いします。
〇黄色(期限付き)の利用証を期限超えて使っている。

以前の生活に戻れたのに返還されないで、そのまま、利用しているようです。返却しましょう。

〇利用証が必要な当人以外の方が使っている。

おそらく、御家族の利用証を使用している(例　車いす利用のお爺ちゃんの利用証を健常者の息子夫婦が利用)模様です。
主な所で、このような感じなのですが、ほぼモラルの問題となります。
誰でも年を取り高齢者となります。また、障がい者になるのは交通事故も大きな要因の一つで在って、誰にでも起こりうるのですが、もし、自身が、あるいは自身の大事な方が障がい者になった時に、車を駐車するのに苦労したらどう思われますか
『他の人も停めているから』とか『チョットの時間だから』ではなくて、健常者・高齢者・障がい者の誰もが当たり前に生活が出来る地域社会づくりに協力をお願いします。
（当会では、施行前から制度作りに参画していましたので、これからも豊の輪紙面で、周知のために、たびたび掲載します。)

『フードバンク』をご存知でしょうか？

フードバンクとは、賞味期限内で、品質も問題なく、安全に食べられるのに包装の破損や印字ミスで商品品として扱えない食品を企業やご家庭から寄贈して頂き、必要としている施設や団体や困窮世帯に無償で提供する活動です。

一九六七年に米で誕生してから、その活動は世界に広まり二〇〇二年に日本でも始まり、日本特有の『勿体無い』精神と繋がる点があるので理解されやすく全国的に広まり、二〇一六年に大分県社会福祉協議会で設立されました。


まだ食べられるのに廃棄される食品を食品ロスと言いますが、飽食となった日本では年間六五〇万㌧処分されていて、世界の食糧援助量(年間約三八〇万㌧)の一・七倍相当であり、日本国民一人当たりに換算すると「お茶碗一杯分の食べ物が毎日捨てられている」事になります。日本の文化であり、美学とされる『勿体無い』の精神を忘れてはいけないのではないでしょうか。

詳しくは、大分県社会福祉協議会の『フードバンク大分』ＨＰ参照お願いします。
<感想>

施設だけではなくて、最近、メディアでも報道される、こども食堂へも提供されるだけではなくて、災害時の避難所への緊急食糧支援としても活用されるので、私たち障がい者にとっても、安心して避難所利用を考える一端となるのではないかと感じます


●町おこしに繋がれ希望の光
「原尻の滝イルミネーション」が十二月二十日に点灯式を迎えて約二カ月間ほど原尻の滝周辺が幻想的に彩られます。

今回で二回目となり、開催運営を緒方町の若者による「緒方町おこし隊」の手で行われており、地域活性になればと活動されています。二十万球の光の祭典を見に夜のドライブは如何ですか？

●日本刀の美　～生き残った名刀展～
歴史博物館が所蔵する太刀「安綱」「国光」刀「肥前忠吉」「近江守助直」などの県内に残る名刀を展示して、日本刀の魅力を紹介します。
開催期間は現在公開中～令和二年一月十三日(月)午前九時～午後五時

休館日は月、年末年始(十二月二十八日～一月四日)

入場料は一般三百十円　中学生以下は無料　障害者手帳、療育手帳などのいずれかをお持ちの方と、その付き添いの方一名は無料となります。
近年、「歴女」「刀剣女子」と言った言葉を聞くようになり、日本刀に関するさまざまな書物が発行されて日本刀の人気が急上昇しています。

私は元々大好きなジャンルの一つなので時間を作って行こうと思っています。


私たち、大分県脊髄損傷者の会では、一緒に活動してくれる仲間を募集しています。

自身と同じ障がいを持つ仲間と交流のキッカケを作るイベント(車椅子の運動会・グラウンドゴルフなど)や複雑で変更などの見直しなどがある高齢者・障がい福祉制度の勉強会などを行っています。

入会条件は以下となります。

●会員は脊髄や頚椎損傷者もしくは、それに準ずる方(身体状況が近い方)

●賛助会員は福祉に理解を持つ、もしくは持ちたい方

条件が合えば老若男女問いません。私達と活動されてみませんか？

ご興味のある方はお気軽にご連絡をお願いいたします。
お問い合わせは事務局の髙原政寿　連絡先０９０‐８３９３‐１０６０までお願いします。







☞つないだ手の暖かさ伝えたい☜





新品種発見☆バカンスバナナ(笑)♪





誰もが住みよい街にしませんか











MerryＸｍａｓ(*^-^*)♪





今日、乗るピットカーの前でパシャリ(^-^)/♪





空は秋晴れ、心は嵐のオートポリス





髙原　弥生





髙原　政寿





便利(？)なマイナンバー





髙原　弥生





凄いぞ　バナナ！





髙原　政寿





県内イベント情報�





髙原　政寿





幻想的でメッチャ綺麗ですよ( *´艸｀)夜のドライブに寄って下さ～い♪





豊の輪に掲載する皆様からのお便り、情報、原稿等、募集しています。


どんな内容でもかまいません。


皆様からのお便り、心よりお待ちしています。





編集後記











髙原　政寿





今年も残りわずかとなりましたね。急に寒くなりツラいですね。


以前から、フェイスブックの登録だけして全く利用しなかったけど、色々と情報発信なんかで利用しても良いんじゃないかと思い、秋前くらいから始めてみました。発信だけではなくて、色んなジャンルの情報も入るから面白いなと感じています。


そうそう、ほぼ同じ時期に背中・肩・腕が何もしなくても、朝、目が覚めた瞬間から、激痛がして湿布や体操も役に立たず、二十年振りくらいに整体にかかりました。原因は「マッサージでも届かないほどに筋肉・筋がガチガチに固まり過ぎているから、体が悲鳴を上げているようなものだ」と言われ、半月ほどハイボルトと言う高電圧を流されて、ようやく痛みが和らいできました。あまり無理はしないように気を付けないとと感じましたね。年相応にケアしないとだなぁ・・・歳かなぁ(笑)


























冬の人気花のスノードロップ…髭のおじさんに見えるんですが、しょんぼり顔らしいです♪





美しい刃紋( *´艸｀)♪





会員募集しています！





フードバンクのシステム図♪





梅とメジロの組み合わせは大好きなんです(*^-^*)♪





国際レーシングコース上、2年連続での集合写真♪





秦　泰子





『勿体無い』の精神は大事
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